
  

2019年4月3日 

各位 

                                                                        済生会福岡総合病院  

薬剤部 医薬品情報室 

 

済生会福岡総合病院 新規採用、採用中止ならびに一般名処方に関するご連絡 

 

謹啓 陽春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。日頃は大変お世話になっております。 

さて、当院では診療薬事委員会の決定にもとづき下記薬品につきまして“新規採用”、“採用中止” 

ならびに“「一般名処方」対象医薬品の追加”を行う運びとなりました。宜しくお願いいたします。 

謹白 

 

記 

１．新規採用薬品 

○採用開始日：2019年4月11日(木曜日)から 

薬品名・一般名・薬効分類・製薬会社 備考 

アグリリンカプセル0.5mg 

一般名：アナグレリド塩酸塩水和物 

・本態性血小板血症治療剤 

・シャイアー・ジャパン株式会社 

 

アイクルシグ錠15mg 

一般名：ポナチニブ塩酸塩 

・抗悪性腫瘍剤（チロシンキナーゼインヒビター） 

・大塚製薬株式会社 

 

モビコール配合内用剤 

一般名：マクロゴール4000,塩化カリウム,塩化ナトリウム,酸水素ナトリウム 

・浸透圧性下剤 

・製造販売元：EAファーマ株式会社 

 プロモーション提携：エーザイ株式会社 

 

 

 

２．採用中止薬品 

○採用中止日：2019年4月10日(水曜日)まで 

薬品名・一般名・薬効分類・製薬会社 備考 

スローケー錠600mg 

・徐放性カリウム剤 

・製造中止のため 

ルプラック錠4mg 

・ループ利尿剤 

・後発医薬品へ切り替えのため 

タリオン錠10mg 

・抗アレルギー薬（ヒスタミンH1受容体拮抗薬） 

・後発医薬品へ切り替えのため 

アンペック坐剤10mg 

・麻薬・癌疼痛治療剤 
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３．「一般名処方」対象薬品追加 

○開始日：2019年4月11日(木曜日)から 

薬品名・一般名・薬効分類・製薬会社 備考 

【般】トラセミド口腔内崩壊錠4mg 

・ループ利尿剤 

先発医薬品“ルプラック錠 4mg”より後発品へ変更し、

口腔内崩壊錠へ剤形変更 

当院、後発品“トラセミドＯＤ錠4mg「ＴＥ」”を採用 

【般】ベポタスチンベシル酸塩口腔内崩壊錠10mg 

・抗アレルギー薬（ヒスタミンH1受容体拮抗薬） 

先発医薬品“タリオン錠10mg”より後発品へ変更し、口

腔内崩壊錠へ剤形変更 

当院、後発品“ベポタスチンベシル酸塩ＯＤ錠10mg「日

医工」”を採用 

【般】フェンタニルクエン酸塩テープ1mg（１日用） 

【般】フェンタニルクエン酸塩テープ2mg（１日用） 

【般】フェンタニルクエン酸塩テープ4mg（１日用） 

・経皮吸収型 持続性疼痛治療剤 

 

 

・癌性疼痛への使用に対し、先発医薬品“フェントステー

プ1mg･2mg･4mg”より後発品へ変更 

当院、後発品“フェンタニルクエン酸塩１日用テープ

1mg･2mg･4mg「第一三共」”を採用 

・慢性疼痛への使用は、適応を有する“フェントステープ

1mg･2mg･4mg”を処方予定ですが、慢性疼痛に対し一般名

処方で指示される場合もあります。患者さんへ適応なら

びに確認書の確認後、調剤をお願いいたします。 

 

 

以上 
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